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明
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
�	

	
	

　
　
　

自
治
会
役
員
一
同

　

平
成
22
年
度
の
新
組
長
会
が
次
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
組
長
さ
ん
に

と
っ
て
は
最
初
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

●
新
組
長
の
選
出
日
程

　

平
成
21
年
12
月
25
日
ま
で
に
選
出　

●
新
組
長
会
の
開
催
日
時

・
第
一
町
内
会　

１
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜　
　
　
　

香
川
自
治
会

館・
第
二
町
内
会　

１
月
30
日
（
土
）

　

午
後
か
ら
２
回
に
分
け
て
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
川
自
治
会
館

・
第
三
町
内
会　

１
月
23
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜　

香
川
自
治
会
館

・
第
四
町
内
会　

１
月
23
日
（
土
）

　

午
後
６
時
〜　
　
　

香
川
自
治
会
館

◆
議
題　

仕
事
内
容
の
説
明
と
代
議
員

　
　
　
　

の
選
出　

他　

組長・代議員の組織イメージ

■
■
■
■
茅
�
崎
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
■
■
■
■

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
香
川
自
治
会
を
掲
載
・
紹
介

湘
北
地
区
市
民
集
会
・
開
催

湘北地区自治会連合会役員の方々

市長ほか市役所幹部職員の方々

　

11
月
８
日
、「
湘
北
地
区
市
民
集
会
」

が
茅
ケ
崎
市
香
川
公
民
館
に
て
開
催
さ

れ
、
行
政
か
ら
服
部
市
長
を
は
じ
め
幹

部
職
員
19
名
が
出
席
、
市
民
側
は
香
川

の
22
名
を
筆
頭
と
し
て
、
加
盟
自
治
会

か
ら
60
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
冒
頭
に
市
長
よ
り
本
年
度

の
主
な
取
り
組
み
、
財
政
状
況
や
ゴ
ミ

減
量
化
へ
取
り
組
み
な
ど
が
述
べ
ら
れ

た
後
に
、
議
事
と
し
て
事
前
に
提
出
さ

れ
た
質
問
お
よ
び
要
望
に
対
す
る
行
政

の
回
答
お
よ
び
当
日
の
出
席
者
か
ら
の

質
問
に
対
す
る
回
答
と
い
う
形
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
質
問
と
要
望

●
ま
ち
づ
く
り
問
題
（
継
続
⑧
案
件
）

①
香
川
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画

②
東
海
岸
寒
川
線
道
路
の
工
事
予
定

③
県
道
４
０
４
号
線
の
歩
道
整
備

④
松
風
台
へ
の
え
ぼ
し
号
乗
り
入
れ

⑤
香
川
駅
ホ
ー
ム
屋
根
の
延
長

⑥
香
川
仲
通
り
狭
隘
道
路
の
整
備

⑦
勘
十
郎
堀
の
整
備

⑧
香
川
、
甘
沼
地
区
へ
の
公
園
設
置

●
福
祉
問
題
（
継
続
⑤
、新
規
２
案
件
）

①
地
域
集
会
施
設
を
湘
北
地
区
へ
設
置

②
大
山
街
道
の
歩
道
整
備

③
知
的
障
害
者
へ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

④
在
宅
介
護
者
の
負
担
軽
減
策

⑤
え
ぼ
し
号
の
高
齢
者
利
用
支
援
策

１
え
ぼ
し
号
の
路
線
変
更

２
出
産
費
用
の
融
資
に
つ
い
て

●
安
全
問
題
（
継
続
④
、新
規
６
案
件
）

①
香
川
駅
前
交
番
の
早
急
な
新
設

②
香
川
踏
切
の
混
雑
解
消
、
安
全
対
策

③
ゴ
ル
フ
場
の
が
け
の
安
全
対
策

④
香
川
駅
前
の
交
通
規
制
の
実
施

１
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応

２
み
ず
き
２
丁
目
へ
の
信
号
設
置

３
香
川
地
区
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
確
認

４
甘
沼
地
域
内
の
道
路
拡
幅

５
み
ず
き
地
区
内
速
度
規
制
の
導
入

６
鶴
が
台
団
地
と
円
蔵
地
域
に
隣
接
す

る
道
路
の
交
通
規
制

●
教
育
問
題
（
継
続
④
、新
規
３
案
件
）

①
香
川
小
学
校
生
徒
数
増
加
に
伴
う
教

員
の
確
保
に
つ
い
て

②
学
校
規
模
の
適
正
化
の
数
値
に
よ
る

明
示

③
将
来
少
子
化
に
よ
る
教
室
の
活
用
方
法

④
茅
ケ
崎
さ
わ
や
か
プ
ラ
ン
の
具
体
的

な
説
明

１
学
童
保
育
所
（
学
童
ク
ラ
ブ
）
の
２

箇
所
目
の
設
置
要
望

２
教
育
指
導
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て

３
社
会
教
育
を
す
る
一
つ
の
方
法
と
し

て
、
専
門
講
師
に
よ
る
お
話
な
ど
は
？

　

こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
質
問
者
が

行
い
、
市
役
所
担
当
部
門
の
責
任
者
が

回
答
書
の
補
足
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
当
日
の
出
席
者
に
よ
る
一

般
質
問
で
は
、
鶴
が
台
で
の
雨
水
対
策
、

学
童
保
育
費
の
再
検
討
や
指
導
員
の
質

の
向
上
策
、
母
子
家
庭
と
同
様
に
父
子

家
庭
へ
の
教
育
的
支
援
の
必
要
性
、
ふ

●
ア
ク
セ
ス
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、「
茅
ケ
崎
市

自
治
会
連
絡
協
議
会
」
と
し
て
検
索
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ド
レ
ス
が
表

示
さ
れ
る
の
で
、
ク
リ
ッ
ク
。

③
次
に
表
示
頁
の
右
側
で
「
自
治
会
連

合
会
・
湘
北
地
区
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

④
湘
北
地
区
自
治
会
連
合
会
の
頁
が
表

示
さ
れ
た
ら
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の

「
香
川
」
を
ク
リ
ッ
ク
・
選
択
し
ま
す
。

れ
あ
い
補
助
員
の
増
員
、
通
学
路
へ
の

信
号
機
の
設
置
に
よ
る
安
全
確
保
、
高

齢
化
に
伴
う
福
祉
会
館
、
地
域
集
会
施

設
の
新
設
、
市
役
所
組
織
変
更
に
対
す

る
要
望
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
る
質
疑

が
行
わ
れ
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
集
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
香
川
地
区
と
し
て
念
願

の
駅
前
交
番
の
設
置
に
関
し
て
は
、
困

難
な
状
況
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

し
か
し
、
市
と
し
て
も
重
要
な
問
題

と
し
て
捉
え
て
お
り
、
住
民
と
し
て
も

県
の
関
係
部
署
に
直
接
働
き
か
け
こ
と

が
必
要
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

安
全
で
住
み
よ
い
香
川
の
実
現
の
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
住
民
の

立
場
で
行
政
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と

が
必
要
の
よ
う
で
す
。

カラー版の広報かがわを
PDF で公開しています

平
成
22
年
度
新
組
長
会　

開
催
の
お
知
ら
せ
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第
一
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
は
比
較
的
穏
や
か
な
天
候
に
恵

ま
れ
「
香
川
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

や
、「
香
川
地
区
体
育
大
会
」
等
、
自

治
会
及
び
地
域
振
興
会
の
行
事
も
順
調

に
挙
行
さ
れ
、
主
な
行
事
は
お
お
む
ね

終
了
と
、
一
息
の
間
も
な
く
新
年
を
迎

え
一
年
の
速
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

◎
「
会
館
建
設
検
討
会
」

　

９
月
27
日
の
表
記
検
討
会
に
お
い
て

改
め
て
メ
ン
バ
ー
を
構
成
し
て
検
討
す

る
事
と
な
っ
た
。

①
現
在
の
場
所
で
検
討
す
る
。

②
現
状
の
建
物
の
状
態
か
ら
地
盤
の
調

査
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
地
盤
の
調
査
を
し
た
結
果
で
、
現
状

の
建
物
が
修
復
で
済
む
か
・
新
規
に
建

直
す
か
を
検
討
す
る
。

◎
今
、
香
川
自
治
会
で
は
、「
自
主
防

災
組
織
」
と
「
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
役
柄

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
を
考
え
、
防

災
対
策
に
つ
い
て
「
各
町
内
会
の
防
災

対
策
」
を
比
較
検
討
し
て
各
町
内
会
で

共
通
し
た
内
容
を
模
索
す
る
事
を
打
ち

合
わ
せ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、「
自
主
防

災
組
織
」
と
「
防
災
リ
ー
ダ
ー
」

※
年
に
一
度
、「
湘
北
連
合
会
」
の
主

導
で
「
防
災
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
各
町
内
会
で
は
机
上
で
の
「
防

災
対
策
の
講
習
」
を
行
っ
て
お
り
、
よ

り
実
践
に
役
立
つ
内
容
を
検
討
す
る
。

◎
こ
の
二
件
は
継
続
で
検
討
さ
れ
る
。

◎
今
年
は
自
治
会
役
員
の
任
期
満
了
で

新
年
度
役
員
の
選
出
が
あ
り
ま
す
。

　

第
一
町
内
会
は
「
町
内
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
」
を
残
し
、
町
内
行
事
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
「
新
役
員
の
選
任
」

等
、
会
議
は
あ
り
ま
す
。（
会
議
日
程

は
状
況
を
見
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
役
員
を
引
き
受
け
て
任

期
の
二
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
一
年
間
は
何
に
対
し
て
も

モ
タ
モ
タ
と
失
敗
の
多
い
一
年
で
し
た
。

　

二
年
目
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
反
省
と

意
欲
に
燃
え
た
役
員
と
組
長
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
く
、
一
つ

一
つ
の
行
事
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
ご
協
力

と
ご
参
加
の
た
ま
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

香
川
四
丁
目
に
新
設
の
公
園
名
称
が

「
香
川
ゆ
う
ゆ
う
公
園
」
に
決
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
名
称
は
、
第
二
町
内
会
と

し
て
市
の
公
園
み
ど
り
課
に
４
点
提
案

し
た
う
ち
の
１
点
で
す
。

　

第
二
町
内
会
は
、
平
成
21
年
度
に
防

犯
灯
が
３
灯
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

●
香
川
４-

35-

23　

東
電
柱
中
道
133

●
香
川
４-

49　
　
　

東
電
柱
中
道
160

●
香
川
３-

７-

34　

東
電
柱
中
道
130

　

ご
近
所
の
住
民
の
方
か
ら
防
犯
灯
が

設
置
さ
れ
て
明
る
く
な
り
ま
し
た
と
喜

び
の
お
礼
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
山
本
自

治
会
長
の
ご
尽
力
で
、
安
全
対
策
課
へ

強
い
要
望
を
し
て
い
た
だ
き
、
町
内
で

７
灯
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
の
町

も
明
る
く
な
り
活
気
づ
い
た
町
に
な
り

つ
つ
あ
り
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
住
民
の
方
が
香
川
自
治

会
の
行
事
に
ご
参
加
ご
協
力
し
て
い
た

だ
き
た
く
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上

げ
ま
す
。

第
二
町
内
会

　

振
り
返
る
一
年
と
迎
え
る
一
年

　

巨
木
芯
に
又
ひ
と
皮
筋
が
で
き
た
。

年
輪
と
い
う
区
切
り
の
あ
か
し
を
刻
ん

だ
こ
と
で
あ
る
。

　

思
い
返
せ
ば
、
一
年
の
歳
月
の
始
め

は
賀
詞
交
換
会
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
村

の
鎮
守
の
神
様
例
祭
に
続
い
て
浜
降
祭
、

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、
敬
老
祝
い
に
、

体
育
大
会
、
後
先
ど
っ
ち
か
？
。
湘
北

地
区
防
災
訓
練
、
文
化
祭
、
そ
し
て
最

終
締
め
は
第
三
町
内
会
と
の
合
同
芋
煮

餅
つ
き
大
会
と
、
何
だ
か
ん
だ
で
過
ぎ

た
一
年
役
員
は
元
よ
り
、
会
員
各
位
の

皆
さ
ん
に
は
色
々
な
意
味
で
ご
苦
労
様

で
し
た
。
年
の
納
め
の
お
礼
と
し
て
こ

こ
に
感
謝
の
意
と
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
歳
改
ま
り
、
ま
ず
は
お
目
出
度

う
御
座
い
ま
す
。
迎
え
る
月
日
の
先
は

程
遠
く
、
何
が
ど
う
な
る
先
の
事
、
出

た
と
こ
勝
負
の
チ
ン
チ
ロ
リ
ン
。
な
ん

て
言
っ
て
る
場
合
じ
ゃ
あ
無
い
で
す
ね
。

　

今
年
は
役
員
改
選
と
い
う
或
る
意
味

で
の
変
化
に
つ
な
が
る
大
切
な
歳
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
。
組
長
さ
ん
や
代

議
員
そ
し
て
各
町
内
会
役
員
な
ら
び
に

活
動
セ
ク
シ
ョ
ン
、
等
が
残
留
又
は
新

規
と
様
々
な
形
で
変
わ
る
初
動
年
で
す
。

　

年・
並
み
計
画
か
ら
新
た
な
計
画
に
移

行
し
て
い
く
中
で
、
ど
う
変
化
す
る
か

或
い
は
無
変
化
か
？
。
い
ず
れ
に
し
て

も
会
員
各
位
に
自
治
会
活
動
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
最
優
先
で
あ
り
、

自
治
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
活

動
内
容
を
良
く
も
悪
く
も
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
会
員

各
位
が
出
資
し
た
会
費
が
ど
う
有
効
活

用
さ
れ
て
い
る
か
？
知
る
こ
と
の
み
な

ら
ず
、
活
動
内
容
が
ど
う
な
の
か
、
等

を
知
る
良
い
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
積
極
的
な
自
治
会
活
動
参
加

を
願
っ
て
新
年
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
の
新
春
を
健
康
で
迎
え
ら

れ
た
こ
と
を
、
皆
様
と
共
に
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
自
治
会
・
町
内
会
へ
の
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

◎
昨
年
11
月
29
日
、
諏
訪
神
社
境
内
で

第
四
町
内
会
と
の
合
同
芋
煮
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
芋
煮
の
他
、
餅
つ
き
も
行

わ
れ
、
多
勢
の
方
の
参
加
に
よ
っ
て
楽

し
い
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

昔
は
、
お
正
月
近
く
に
は
、
多
く
の

家
庭
で
餅
を
つ
く
風
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
最
近
は
そ
う
し
た
光
景
が
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
そ
ん
な
思
い

出
の
光
景
を
再
現
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
さ
ん
も
杵
を
と
っ
て
搗
く
な
ど

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

◎
今
年
は
、
自
治
会
、
町
内
会
の
役
員

の
改
選
期
に
な
り
ま
す
。

　

22
年
度
の
新
組
長
さ
ん
の
選
出
と
新

組
長
会
議
の
開
催
、
代
議
員
の
選
任
に

続
い
て
町
内
役
員
の
選
任
と
一
連
の
手

続
き
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
格
段
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

◎
昨
年
か
ら
始
め
た
、
夕
時
町
内
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
も
、
組
長
さ
ん
方
の
ご
協

力
で
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
継
続
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
継
続
し
た
い
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
町
内
防
犯
灯
は
、
本
年
度
新
設
２
灯

を
加
え
て
155
灯
に
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
で
は
申
請
年
度
末
設
置
で
し
た

が
、
本
年
度
は
年
内
設
置
と
迅
速
な
設

置
と
な
り
ま
し
た
。
防
犯
等
の
管
理
に

つ
い
て
は
お
近
く
の
組
長
さ
ん
始
め
会

員
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

●
11
月
定
例
役
員
会

報
告
・
連
絡
事
項

１
各
町
内
会
、
各
部
会

　

10
月
度
・
活
動
報
告
及
び
連
絡
事
項

２
11
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
治
会
長
）

３
「
会
員
名
簿
」
役
員
配
布
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
会
）

４
会
館
内
「
防
災
倉
庫
」
整
理
、
点
検

報
告　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
会
）

５
平
成
22
年
度　
「
新
組
長
選
出
日
程
」

に
つ
い
て　
　
　
　
　
（
総
務
部
会
）

６
平
成
22
年
度　
「
賀
詞
交
換
会
」
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
会
）

検
討
事
項

１
平
成
22
年
度
以
降
の
自
治
会
館
「
管

理
、
運
営
体
制
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
会
館
管
理
部
会
）

２
平
成
21
年
度
「
ふ
れ
あ
い
基
金
」
の

活
用
に
つ
い
て　
　
　
（
自
治
会
長
）

●
12
月
定
例
役
員
会

報
告
・
連
絡
事
項

１
各
町
内
会
、
各
部
会

　

11
月
度
・
活
動
報
告
及
び
連
絡
事
項

２
12
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
、
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
治
会
長
）

３
「
文
化
祭
・
環
境
作
品
展
」
報
告

　
　
　
　
（
文
化
厚
生
・
環
境
部
会
）

４
「
卓
球
大
会
」
報
告

　
　
　
　
　
　
　
（
ふ
れ
あ
い
部
会
）

５
「
防
災
対
策
連
絡
会
」
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
会)

６
そ
の
他

検
討
事
項

１
会
館
建
設
検
討
会
の
報
告
、
提
案

２
来
年
度
以
降
の
自
治
会
館
下
管
理
・

運
営
体
制(

案)

に
つ
い
て

●
平
成
21
年
度
「
福
祉
ふ
れ
あ
い
基
金
」

　

贈
呈
式

４
月
か
ら
自
治
会
館
の

管
理
方
法
を
変
更
。

自
治
会
館
情
報

（
会
館
管
理
部
会
長　

野
島　

勝
生
）

　

長
年
、
自
治
会
館
の
管
理
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
太
田
ふ
み
子
さ
ん

が
、
本
年
３
月
で
退
任
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
４
月
か
ら

は
自
治
会
に
よ
る
自
主
運
営
と
な
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

利
用
方
法
の
主
な
変
更
事
項
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
会
議
室
等
の
予
約
、
申
し
込
み
は
週

２
日
の
決
め
ら
れ
た
曜
日
の
午
前
中
に

受
け
付
け
ま
す
。
日
勤
の
管
理
人
が
対

応
し
ま
す
。

②
休
館
日
を
な
く
し
、
正
月
の
三
が
日

を
除
き
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

③
夜
間
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

自
治
会
館
第
一
会
議
室

の
使
用
料
は
据
置
に
。

　
「
広
報
か
が
わ
」
11
月
号
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
「
自
治
会
館
に
通
信
カ
ラ
オ

ケ
が
導
入
さ
れ
る
」
の
記
事
を
一
部
訂

正
し
ま
す
。

　
「
来
年
（
平
成
22
年
）
１
月
よ
り
第

一
会
議
室
の
み
、
部
屋
の
使
用
料
を
現

行
の
１
５
０
０
円
か
ら
改
正
以
前
の
２

０
０
０
円
に
戻
す
…
」
と
あ
り
ま
す
が
、

使
用
料
の
変
更
は
行
わ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

訂
正
か
た

が
た
お
詫
び

申
し
上
げ
ま

す
。
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文
化
祭
・
環
境
作
品
展
を
終
え
て

文
化
厚
生
副
部
会
長　

藤
澤
博
之

楽
し
み
ま
し
た
・
合
同
芋
煮
会

定
例
役
員
会
か
ら

新
設
公
園
に
対
す
る
自
治

会
の
要
望
と
行
政
の
回
答

　

10
月
10
日
、
第
二
町
内
会
に
お
い
て
、

近
隣
住
民
お
よ
び
第
二
町
内
会
の
役
員

が
集
ま
り
、
市
の
公
園
新
設
計
画
に
つ

い
て
具
体
的
な
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
近
隣
の
住
民
か
ら
は
自

治
会
、
町
内
会
の
管
理
体
制
を
し
っ
か

り
行
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
の
ほ
か
、

次
の
９
点
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

①
西
側
の
出
入
り
口
は
見
通
し
が
悪
く
、

危
険
回
避
の
た
め
北
側
に
移
動
す
る
。

②
公
園
内
に
設
置
す
る
ベ
ン
チ
は
、
北

側
の
２
箇
所
だ
け
に
す
る
。

③
公
園
内
は
ペ
ッ
ト
の
立
ち
入
り
を
禁

止
す
る
。

④
公
園
内
で
野
球
、
ゴ
ル
フ
等
の
ボ
ー

ル
使
用
を
禁
止
す
る
。

⑤
ば
ね
つ
き
遊
具
を
２
基
設
置
す
る
。

１
１
９
番
の
か
け
方

　

11
月
14
日
・
15
日
に
「
文
化
祭
・
環

境
作
品
展
」
が
無
事
に
実
施
で
き
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
の
環
境
ポ
ス
タ
ー
展
か

ら
環
境
作
品
展
に
な
り
、
子
ど
も
達
の

創
意
工
夫
を
生
か
せ
る
方
法
に
担
当
者

の
思
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
環
境
作
品
の
今
年
の
出
展
は
、

例
年
の
よ
う
な
ポ
ス
タ
ー
18
点
、
書
道

１
点
、
工
作
品
40
点
で
し
た
。
来
場
さ

れ
た
方
々
の
関
心
も
工
夫
さ
れ
た
作
品

に
あ
っ
た
よ
う
で
、
特
に
興
味
深
く
見

学
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
子
ど
も
達

の
感
性
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

１
・
２
階
の
展
示
は
、
多
少
の
入
れ

替
え
は
あ
り
ま
し
た
が
、
出
展
団
体
数

で
は
昨
年
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
長
年
参
加
さ
れ
て
い
た
団

体
が
、
指
導
者
の
や
む
を
え
な
い
事
情

に
よ
り
参
加
を
断
念
し
た
団
体
も
あ
り

ま
し
た
。
残
念
で
し
た
が
次
の
機
会
に

出
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
の
参
加
も
少
し
ず
つ
増

え
て
お
り
、
そ
の
中
に
若
い
方
の
参
加

も
あ
り
輪
の
広
が
り
を
感
じ
ま
す
。

　

全
体
を
見
て
い
る
と
、
出
展
作
品
の

数
々
に
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
の
重
み

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
、
な
か
な
か
落
ち
着

　

大
方
散
り
つ
く
し
た
銀
杏
の
木
の

下
に
、
里
芋
、
大
根
、
葱
な
ど
芋
煮
の

材
料
が
用
意
さ
れ
、
町
内
会
の
役
員
に

よ
っ
て
調
理
さ
れ
て
芋
煮
の
準
備
が
始

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
29
日
、
諏
訪
神
社
境
内
を

会
場
に
第
三
、
第
四
町
内
会
の
合
同
芋

煮
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
、
材
料
の
準
備
や
会
場
の

設
営
な
ど
役
員
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て

そ
の
任
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

芋
煮
に
加
え
て
お
餅
を
つ
こ
う
と
、

も
ち
米
も
準
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
は
く
も
り
で
し
た
が
、

時
間
前
か
ら
大
勢
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、

出
来
上
が
り
を
楽
し
み
に
待
つ
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　

大
釜
一
杯
の
芋
煮
、
そ
し
て
今
で
は

珍
し
い
杵
搗
き
餅
、
列
が
で
き
る
ほ
ど

　

119
番
の
い
た
ず
ら
や
間
違
い
電
話
が

大
変
多
く
か
か
っ
て
き
ま
す
。
間
違
え

て
か
け
た
時
は｢

間
違
い
で
す
。｣

と

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
消
防
で
は
何
か
あ

っ
た
の
で
は
と
対
応
し
ま
す
。

　

119
番
は
、
火
災
と
救
急
な
ど
災
害
を

知
ら
せ
る
た
め
の
緊
急
回
線
で
す
。
火

災
の
問
い
合
わ
せ
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
切
れ
や

す
く
、
聞
き
取
り
に
く
い
の
で
、
可
能

な
限
り
普
通
の
電
話
や
公
衆
電
話
で
の

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
携
帯
電
話
か
ら
通
報
し
た
場

合
、
通
報
場
所
に
よ
っ
て
は
藤
沢
市
や

平
塚
市
又
は
寒
川
町
な
ど
、
他
の
市
町

村
の
消
防
署
指
令
室
へ
つ
な
が
る
事
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
が
着
く
ま
で
の
間
に
、
電
話

で
応
急
手
当(

や
け
ど
の
手
当
て
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
等)

の
指
導
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
サ
イ
レ
ン
を
止
め
て
き
て
欲
し

い
」
と
い
う
方
が
お
り
ま
す
が
、
消
防

車
両
は
緊
急
時
に
赤
色
回
転
灯
を
つ
け
、

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
て
走
行
す
る
よ
う
、

道
路
交
通
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
は
緊
急
自
動
車
で
す
。
傷
病

者
を
救
急
医
療
機
関
等
へ
緊
急
に
搬
送

す
る
場
合
以
外
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

(

例　

軽
傷
の
方
、
虫
歯
が
痛
い
等)

本当に救急車が必要か、通報
する前にもう一度考えてから
119 番して下さるようお願い
します。

茅
ヶ
崎
市
消
防
本
部
通
信
司
令
室
か
ら

の
人
気
で
、
つ
き
手
は
大
汗
を
か
く
程

の
忙
し
さ
で
し
た
。

　

こ
ど
も
た
ち
も
珍
し
さ
に
、
杵
を
に

ぎ
り
少
し
ず
つ
搗
い
て
は
大
喜
び
の
光

景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
素
の
自
治
会
や
町
内
会
の
活
動
と

は
一
味
違
う
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
一
日

と
な
り
、
ま
た
来
年
も
と
は
、
反
省
会

で
の
一
致
し
た
感
想
で
し
た
。

　
　
　
　
（
第
三
町
内
会
長　

伊
東
）

第
三
・
第
四
町
内
会

⑥
公
園
内
は
芝
生
に
す
る
。

⑦
防
犯
対
策
上
、
公
園
内
に
照
明
を
設

置
す
る
。

⑧
南
側
の
隣
家
と
の
境
に
は
、
1.5
ｍ
の

フ
ェ
ン
ス
上
に
1.5
ｍ
く
ら
い
の
ネ
ッ
ト

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
。

⑨
敷
地
内
に
残
っ
て
い
る
不
要
な
止
水

栓
は
撤
去
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
要
望
に
対
し
、
10
月
28
日

に
公
園
み
ど
り
課
よ
り
回
答
が
あ
り
、

ほ
ぼ
要
望
ど
お
り
に
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

回
答
の
内
容

①
今
期
は
予
算
計
上
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
で
き
る
範
囲
内
で
作
業
を
進
め
、

一
部
、
来
期
の
予
算
で
の
工
事
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

②
公
園
内
へ
の
ペ
ッ
ト
の
立
ち
入
り
を

禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ト
イ
レ

の
始
末
を
き
ち
ん
と
す
る
と
か
、
ペ
ッ

ト
を
放
さ
な
い
と
い
う
看
板
を
立
て
る

程
度
の
こ
と
に
な
る
。

③
公
園
の
名
称
を
何
点
か
提
案
し
て
ほ

し
い
。（
４
点
提
出
の
結
果
、
香
川
ゆ

う
ゆ
う
公
園
に
決
定
）

④
公
園
内
に
低
木
（
市
の
花
の
つ
つ
じ

が
有
力
）
を
植
栽
し
ま
す
が
、
何
箇
所

か
花
壇
を
作
っ
て
自
治
会
で
管
理
し
て

く
れ
れ
ば
、
公
園
全
体
に
目
が
届
い
て
、

公
園
が
汚
く
な
る
の
を
防
げ
る
。

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

自
治
会
と
し
て
清
潔
な
公
園
を
維
持

す
る
施
策
の
検
討
が
必
要
の
よ
う
で
す
。

香川ゆうゆう公園設置予定地

い
た
良
い
文
化
祭
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

課
題
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
見
学
し
て

ほ
し
い
、
香
川
の
文
化
に
つ
い
て
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
、
地
元

で
は
見
え
な
い
が
他
の
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
人
の
作
品
も
見
た
い
、
な
ど
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
香
川
自
治
会
文
化
祭
と
し
て
、

今
の
形
を
基
盤
に
、
も
ち
つ
き
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
野
菜
販
売
な
ど
も
取

り
入
れ
た
い
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。

　
「
文
化
」
と
は
何
か
を
考
え
つ
つ
、

次
の
課
題
と
し
て
み
ん
な
で
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
香

川
商
興
会
の
方
々
が
、
ガ
ッ
ピ
ー
ス
タ

ン
プ
交
換
で
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

長
い
行
列
に
地
域
の
歴
史
を
感
じ
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

賑わったちぎり絵の体験コーナ

陶芸、活花、書道作品等 環境作品展のコーナ

大活躍の大釜

めしあがれ！ 餅つき、ペッタン！



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
花
富
士
子

信
楽
の
茶
碗
の
温
み
冬
に
入
る

遠
富
士
の
大
き
く
見
ゆ
る
冬
は
じ
め　

　

正
に
正
直
な
実
感
の
句
。
冬
は
じ
め

だ
か
ら
と
言
っ
て
富
士
が
大
き
く
な
る

訳
で
は
な
い
が
、
そ
う
見
え
る
の
は
空

気
の
清
澄
の
た
め
か
ー
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
島　

久
江

黒
板
に
メ
ニ
ュ
ー
大
書
き
ち
ゃ
ん
こ
鍋

剥
製
の
鳥
の
ま
な
ざ
し
冬
に
入
る

　

｜
剥
製
の
鳥
の
ま
な
ざ
し
｜
で
終
っ

て
そ
れ
が
ど
う
な
の
か
言
っ
て
い
な
い
。

俳
句
は
も
の
を
言
わ
な
い
芸
術
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

城
壁
の
銃
口
く
ら
し
初
紅
葉

柿
す
だ
れ
蔵
王
連
峰
晴
れ
わ
た
り

　

雪
と
ス
キ
ー
の
名
山
蔵
王
連
峰
。
そ

の
麓
の
農
家
の
軒
庇
に
は
干
柿
が
あ
か

あ
か
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

冬
初
め
媼
商
う
小
物
店

小
競
り
合
ひ
あ
り
て
整
ふ
鴨
の
陣

　

降
り
た
て
の
鴨
ら
は
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ

と
揉も

め
て
い
た
が
、
暫
く
す
る
と
整
然

と
。
よ
く
見
て
作
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

幸
香

冬
に
入
る
縁
に
小
猫
の
大
あ
く
び

手
は
じ
め
に
厨
の
掃
除
年
用
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

戦
国
の
名
残
り
の
堀
に
鴨
泳
ぐ

落
葉
降
る
北
国
街
道
ゆ
め
の
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山　

淳
子

小
春
日
を
リ
ュ
ッ
ク
に
背
負
ふ
杣
の
径

忘
れ
ゐ
し
名
前
ふ
と
出
る
返
り
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
口
楓
子

坊ぼ
う
も
り守
の
白
き
エ
プ
ロ
ン
茶
が
咲
い
て

子
等
去
り
て
刈
田
に
残
る
靴
の
あ
と

　

選
者
吟

茶
の
花
の
俯
く
方
へ
日
が
沈
む

連
絡
先　

長
島
久
江　

℡
(57)
６
５
２
５

第 224 号 （4）　平成 22 年 1 月 15 日

レ
デ
�
�
ス
香
川
に
お
入

り
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

訃
報
（
平
成
21
年
12
月
18
日
現
在
）

　

市
制
施
行
25
周
年
を
記
念
し
て
、
昭

和
47
年
４
月
、「
市
の
花
制
定
審
査
委

員
会
」
が
発
足
。
候
補
の
花
と
し
て
つ

つ
じ
、
し
ゃ
く
や
く
、
あ
じ
さ
い
、
ば

ら
、
月
見
草
、
ひ
ま
わ
り
、
ゆ
り
、
え

に
し
だ
、
タ
ン
ポ
ポ
、
カ
ン
ナ
の
10
種

が
挙
げ
ら
れ
、
同
年
５
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
全
市
民
に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
年
６
月
17
日
に
第
２
回
審

査
会
を
経
て
、
最
も
得
票
数
の
多
か
っ

た
「
つ
つ
じ
」
が
市
の
花
と
し
て
制
定

さ
れ
ま
し
た
。（
昭
和
47
年
10
月
１
日

制
定
）　

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

�
茅
�
崎
市
の
花
�
は

�
つ
つ
じ(

躑
躅)

�

シンボル
マーク

小
野
寺
キ
シ
ノ
様　

82
才　

10
月
21
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

36
・
４
組

塩
谷　

和
之
様　
　

57
才　

11
月
１
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

31
・
２
組

日
下
部
哲
文
様　
　

51
才　

11
月
７
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

36
・
１
組

永
井　

彦
様　
　

70
才　

11
月
16
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

36
・
３
組

早
川　
　

登
様　
　

79
才　

12
月
16
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

32
・
2
組

ふ
れ
あ
い
基
金
を
寄
付

諏
訪
神
社
・
年
越
し

　

謹
賀
新
年
、
寒
さ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
っ
て
お
り
ま
す.

風
邪
な
ど

ひ
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

前
回
と
同
じ
で
す
が
、
最
近
ゴ
ミ
捨

て
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
の

声
を
聞
き
ま
す
。

　

指
導
員
と
し
て
集
積
場
を
啓
蒙
し
て

い
て
感
じ
る
こ
と
は
、
掃
除
を
し
、
管

理
を
し
て
い
る
当
番
の
方
の
要
望
で
き

ち
ん
と
分
別
さ
れ
て
い
る
場
所
と
、
一

部
の
方
の
た
め
に
皆
が
迷
惑
さ
れ
て
い

る
場
所
が
は
っ
き
り
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
一
度
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ゴ
ミ
分
別
の

し
か
た
、
出
し
方
の
ガ
イ
ド
を
よ
く
見

て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

集
積
場
に
よ
っ
て
は
前
日
に
出
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
町
を
き

れ
い
に
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
衛
生
部
会
長　
　

新
井
広
太
郎
）

ゴ
ミ
捨
て
の
ル
�
ル

を
守
り
ま
し
�
う
！

　
〝
わ
が
地ま

ち域
再
発
見
〞
の
テ
ー
マ
で

11
月
に
香
川
公
民
館
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
た

め
か
人
出
が
少
な
か
っ
た
様
で
す
が
無

事
ま
つ
り
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

私
ど
も
レ
デ
ィ
ー
ス
香
川
は
、
バ

ザ
ー
を
10
月
31
日
に
出
店
し
ま
し
た
。

今
回
の
バ
ザ
ー
で
は
、
会
員
の
み
な
ら

ず
、
会
員
外
の
方
々
に
も
品
物
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
人
気
は
、
廃
油
か
ら
作
っ
た

石
け
ん
で
、
開
店
後
１
時
間
ほ
ど
で
売

り
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
の
出
店
に
向
け
て
は
、
石
け

ん
作
り
、
品
物
集
め
、
値
付
け
、
販
売

と
延
べ
20
人
の
レ
デ
ィ
ー
ス
が
力
を
出

し
合
い
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
ま
さ
に
、〝
わ
が
レ
デ
ィ
ー
ス
香

川
再
発
見
〞
で
し
た
。

　

レ
デ
ィ
ー
ス
香
川
の
活
動
と
し
て

は
、
８
月
に
香
川
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も
玉
こ
ん
に
ゃ

く
と
煮
た
ま
ご
の
販
売
、
盆
踊
り
の
練

習
、
本
番
と
皆
の
協
力
で
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
玉
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
味

付
け
に
は
人
気
が
あ
り
、
ま
つ
り
で
は

即
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
施
設
へ
の
慰
問
、
他
自
治

会
の
盆
踊
り
へ
の
参
加
な
ど
夏
に
は
大

忙
し
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
定
例
会
、

新
年
会
、
２
月
に
は
一
泊
旅
行
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
泊
旅
行
で
は
、
踊
っ
た
り
歌
っ
た

り
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
、
笑
い
で
始
ま
り

笑
い
で
終
わ
る
宴
会
は
、
な
か
な
か
の

も
の
で
す
よ
！

　

来
年
度
も
総
力
を
上
げ
て
生
き
生
き

と
し
た
レ
デ
ィ
ー
ス
香
川
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
連
絡
先 

上
総
悦
子 
57-

６
９
１
５
）

　

11
月
29
日
（
日
）
香
川
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
、
香
川
地
区
体
育
振
興
会

主
催
の
、
み
ず
き
自
治
会
を
含
む
７
チ

ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
方
式
で
の
町
内
対

抗
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
年
１
回
、
こ
の
大
会
が
唯
一
の
参

加
で
ラ
ケ
ッ
ト
も
ほ
と
ん
ど
握
っ
た
こ

と
が
な
い
の
で
す
」
な
ど
の
話
も
聞
こ

え
ま
し
た
が
、
試
合
が
始
ま
る
と
真
剣

そ
の
も
の
。
迫
力
の
あ
る
プ
レ
ー
が
展

開
さ
れ
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２
対
２
の

最
終
セ
ッ
ト
ま
で
も
つ
れ
る
白
熱
し
た

ボランティア香川の代表
（武見氏・左側）と自治会長

　

今
年
度
の
「
香
川
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」
は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
盛

大
に
行
わ
れ
、
ま
た
た
く
さ
ん
の
方
々

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
そ
の
活
用
の
一
部
と
し
て
、
昨

年
と
同
様
に
香
川
地
区
で
活
動
し
て
い

る
福
祉
関
係
団
体
に
寄
付
を
い
た
し
ま

し
た
。

金
額　

３
万
円
／
１
団
体

寄
付
先

●
香
川
社
会
福
祉
協
議
会

お
た
の
し
み
会　

高
齢
独
居
者
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
香
川

高
齢
者
、
障
害
者
の
生
活
支
援
活
動
他

卓
球
大
会
結
果

12
月
５
日
、
香
川
地
区
福
祉
団
体
に

試
合
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
　

優　

勝　

第
四
町
内
会

　
　

準
優
勝　

甘
沼
自
治
会

　
　

三　

位　

第
三
町
内
会

　
　

四　

位　

み
ず
き
自
治
会

　
　

五　

位　

松
風
台
自
治
会

　
　

六　

位　

第
二
町
内
会

　
　

七　

位　

第
一
町
内
会

　

バザーに出店中！

白熱したゲームで盛り上がりました

　

昨
年
の
流
行
語
大
賞
は
「
政
権
交

代
」。
選
挙
に
よ
る
政
権
交
代
が
実

現
し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
早
く
も
波
高
く
し
て
前

途
多
難
の
様
相
も
。

　

香
川
自
治
会
は
今
年
、
役
員
改
選

の
年
。
遠
く
に
除
夜
の
鐘
の
音
を
聞

き
な
が
ら
前
途
洋
々
た
る
香
川
の
発

展
と
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

が
ま
す
ま
す
順
調
に
進
展
す
る
こ
と

を
祈
念
し
て
、
神
社
の
熱
い
甘
酒
に

舌
鼓
を
打
っ
た
こ
と
で
し
た
。

香
川
、
つ
い
に
優
勝
を
飾
る
！参拝で賑わう諏訪神社


